
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

エリザベータ(近衛兵)

マナフレア

戦士

17

3000

溢れるマナ、マナの手

女 外見20代前半

大恋愛をしたことがある
一定期間の記憶がない
家族に魔法使いがいる(いた)

8

8

2

8 50 66 11

10 42 60 10

15 48 71 + 2 12

8 16 2

8 10 1

8 10 1

ファイター

スカウト

アーティザン

17

11

15

タフネス

バトルマスター

トレジャーハント

ファストアクション

影走り

魔器習熟A

頑強

命中強化

魔器習熟S

全力攻撃

斬り返し

魔器の達人

回避行動

切り払い

痛撃

2122

3143

2120

2123

2120

AG43

1-279

2-230

AG43

1-286

1-286

AG43

1-279

FC26

FC26

魔法文明語 ○ ○

威力増強/+5

命中増強/+1

C値増強/-1

HP増強/+5

防護点増強/+1

C値超増強/-1

命中超増強/+1

防護点超増強/+1

抵抗力増強/+1

防護点極増強/+1

HP超増強/+5

抵抗力超増強/+1

魔法ダメージ軽減/-1

マナ吸収

魔法ダメージ超軽減/-2

0 0

17 28 27 29

0

0

0

アカシックプレート

アカシックシールド

33

19

-2

1

26

10

4

3

17ファイター

ニクセ

AC：ニクセ
＜魔器：槍＞アカシックロングスピア参照　最大アクティベート5　固有MP20

AC内訳：1+2+3+6+7

2H

2H

26 -1

26 1

29

31

10 32 56

8 32 61

冒険者セット

スカウト用ツール

精密ツールセット

アンロックキーx5

魔晶石5点x5

ランタン

ホーリーウォーターx3
色煙
蛮族探知機
化粧品セット
マジックコスメ

-385900

3 60 180 26 17 107

0/× 21 21 20 61

リングピアス

鳳凰のマント

怪力の腕輪

再生のベルト

サイレントシューズ

鳳凰の指輪

銀製。お洒落の一環

アーティザンマント/4参照、最大AC4

物理ダメージを1点だけ即座に回復

隠密判定+2

内訳：13+14+15(魔法ダメージ-3、魔法ダメージ時MP1回復)

アーティザンリング/4参照、最大AC4

科学と魔法の国・メヒャーニク国王に仕える上級武官。自身は種族柄故に魔法は全く造詣がないものの、一時期勤めていた屋敷で弟同然に可
愛がっていた男の子が魔術師だったので人並み程度の知識はある。前職の影響で普段はエプロンドレスを身に纏っているが、武官として行動
する時はオーダーメイドの戦闘服を着用する。戦時は性格が変わったようになる根っからの戦闘狂。平時の頼れるお姉さんではなく、一人称
「俺」の狂戦士。恐らくその辺の男より強い。
屋敷の主人に身分違いの恋をして草葉の陰から見守っていたが、屋敷のメイドを辞した時に弟に記憶封印の術をかけてもらい、彼への恋心を
忘れてしまった。その影響で見守っていた時間帯の記憶が曖昧であり、何となく居心地の悪さを覚えている。
現在の上司である国王とはそりが合わずに小言や苦言を呈するものの、福利厚生は高待遇なので文句はないらしい。銃がちょっと格好いいと
思っている。
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